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継続した指導や⽀援を⾏うためには、⼦どもの学習や⾏動の状況だけでなく、「〜すれば、〜ができ

る。」という、⼦どもの指導や⽀援に役⽴つ情報をライフステージ間でつなぐことが⼤切です。

このリーフレットは、天草⽀援学校と苓北⽀援学校のホームページにも掲載されています。
このリーフレットのコピーは自由です。広く御活用ください。

特別支援教育について、くわしい情報を知りたいときは･･･

・⽂部科学省 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/main.htm

・国⽴特別⽀援教育総合研究所 http://www.nise.go.jp/

・インクルーシブ教育システム構築支援データベース http://inclusive.nise.go.jp/

・熊本県教育委員会 http://kyouiku.higo.ed.jp/page2016/

子どもの発達や障がいについて相談したいときは･･･

・熊本県南部発達障がい者支援センター“わるつ“ Tel 0965-62-8839http://www.hikawagakuen.com/waroots/

・天草地域療育センター Tel 0969-23-7049

・第２はまゆう療育園 Tel 0969-22-6864

・天草学園 Tel 0969-22-3873

・ピースバイピース Tel 0969-22-6507

・熊本県⽴天草⽀援学校 Tel 0969-23-0141 http://www.higo.ed.jp/sh/amakusa-s/

・熊本県⽴苓北⽀援学校 Tel 0969-35-1780 http://www.higo.ed.jp/sh/reihoku-s/

「できること」をつなぐために

送り出す側は・・・

○ 「〜すれば、〜ができる。」といった、具体的な⽀援と⼦どものできることを意識して伝え

ます。

○ 受け入れる側が指導や支援の参考として活用できる情報を伝えることが、子どもの継続した

指導や支援につながります。

受け入れる側は・・・

○ 子どもの問題点ばかりをクローズアップせず、どうすればできるようになるのかという視点

で情報を受け取ります。

○ 受け取った情報をもとに、支援体制の中で何ができるのか、実際の指導や支援に生かすこと

を検討します。

○ 子どもの状況を、送り出した側へ伝えることが、連携を継続させることになります。


